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古代の大阪は京都まで低地で、河内湖（かわちこ）が拡がり、干潟の軟弱地帯が多占めた。ま
た、大阪周辺は主要な活断層が集中し、北部に兵庫県から京都府まで延びる有馬−高槻断層帯、
それに直交する京都府から延びる三峠・京都西山断層帯、奈良県との県境付近に延びる生駒断層
帯、府西部に延びる上町断層帯等がある。大阪湾にはマイクロプレートもある。

旧国土庁時代に関西経済連合会が牽引した首都移転・京阪奈構想（サントリー鳥井、松下、地
元土建連合会等に関西イベント推進の堺屋太一等）は推進したが、阪神大震災で災害リスクが現
実のものとなった。

畿央地区も同様に急傾斜地で活断層地帯であり、濃尾平野の水害リスクが大規模であり、防災
上の評価が低かった。

結局、那須地域が最も有望となったが、首都移転を推進した関西経済連合会が自ら推進した幕
引きを図る発動に転じ、構想は消滅し、その後、各地の誘致合戦に振り回された政策官庁の国土
庁は消滅した。

後年に、首都移転の前提条件の都心100㎞圏以遠が問題で、財源が巨額で国政のロスも非現実
であり、関西経済連合会の私利私欲で、国土分断弱体化の恐れも専門家等から多く発せられてい
る。

近年、グローバリストによる日本分断・国力弱体・大都市侵略策が名を変え再燃してきている。
明治維新後、鉄道の列島道州別侵略（本州：英国、北海道：米国、九州：独国）、多極分散、首
都移転、道州制、遷都、分都、展都、自由港、特区…と色々である。

大阪維新は上海ソーラやIR特区等、最も海外資本や投資ファンドや戦犯S財団マネロン一族に
近い代弁者のようで、昨今の大阪都構想・大阪副首都構想もその一例である。外資侵略・日本再
興・国力再興・連通連携告建国史観も感じられず、維新の竜馬が英国商館グラバー邸の売国スパ
イだったことのように、橋下徹はじめ吉村ら維新幹部と売国的政党姿勢が同様に見え気がかりだ。

日本列島二大国土軸の都心分断から東西連通へ： 東北・北関東・上信越軸（仙台,盛岡,
郡山,宇都宮,高崎,新潟,長野等）~東海・関西軸(神戸、大阪京都、浜松、静岡等）

203X ハブ都市東京近代化研究（武相軸連通防災国土軸補完）
ハブ都市立川がつなぐ多摩の未来研究（立川市長期総合政策WS用資料 2023/11 ）
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列島２大国土軸の都心集中分断 → 主要軸の連通連携へ
環境防災国土軸補完では長期視点の維持費や海面上昇も考慮

旧規格の分断線：
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大宮-新横浜（1964年,在来線並み）

資産価値+不経済改善

10年で200兆円以上
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